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1 は じ め に

前報めでは,大豆 7Sグ ロプリンα,α '同時欠失大豆

系統を作出したこと,及び本系統 (現在の「東北124号 J,

以後,「東北124号」と表記する。)の農業特性について報

告した。本報告では,平成 7年度 (1995)に大豆の実需者

との間で実施した「東北124号Jの利用に関する共同研究

の中で明らかになった知見と合わせて,α ,α '同時欠失

大豆が有する蛋白質の特徴及び特性を紹介する。

2試 験 方 法

0)成分組成

1)一般成分及び1l S/7S比

平成 7年産子実について,粗蛋自質含有率をケルダール

法 (蛋自係数625),粗脂肪含有率を近赤外分光分析法に

より分析した。また,1l S/7S比は電気泳動後,バ ンド

パターンをデンントグラフにより解析し算出した。

2)ア ミノ酸組成

平成 6年産の「東北124号J及び10M (米国産大豆)

についてアミノ酸組成を分析 した。また,平成 7年産の

「東北124号J,「スズユタカ」及び「タチユタカ」につい

ても分析 した。

12)大豆アレルゲンの除去試験

平成 6年産の「東北124号J及び10 M の分離蛋自

質を供誠材料として,主要大豆アレルゲンの一つである

cιγれ Bd 30Kの 除去効果をイムノプロット法 (抗原抗

体反応を利用したアレルゲンの検出法)により検討 した。

3 試験結果及び考察

は)一般成分及び1l S/7S比

供試材料の電気泳動パターンを図 1,一般成分及び1l S

/7S比の分析結果を表 1に示した。

粗蛋白質含有率は「スズユタカ」が400%,「 タチユタ

カJが422%だ ったのに対 し,「東北124号」では479%と

高く,本系統の親系統である「刈系434号」の456%よ り

高くなっていた。一方,粗脂肪含有率では「東北124号 J

は「スズユタカ」及び「タチユタカJよ りも低 く,「刈系

434号」と同じ167%で あつた。

1l S/7Sで は,普通品種の「スズユタカJ及び「タチ

ユタカ」がそれぞれ118及 び146だ ったのに対 し,α 'が

欠失し,α 及びβが低下 した「刈系434号」で400と 高 く,

さらに,α 及びα'の両サブユニットが欠失 している「東

Jヒ124号Jでは587と なり,かなり高かった。
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図 1 電気泳動パターン

1:ス ズユタカ,2:タ チユタカ
,

3:メ1系434号 , 4:東北124号

α

β

A3
A4
Acidic

ス ズュ タ カ   400
タチ ュ タ カ   422

188        1 18

193        1 46

刈 系 434号  456  167  400

12)ア ミノ酸組成

平成 6年産大豆におけるアミノ酸組成の分析結果を表 2

に示した。

7Sグロプリンのサブユニ ットを普通にもつ10M

と「東北124号」を比較すると,大部分のアミノ酸は同 じ

ような比率で存在していたが,「東北124号 Jの含硫アミ

ノ酸量は当初の予想通り高くなっていた。つまり,必須ア

ミノ酸であるメチオニンが10 M の12%か ら「東北

124号」の15%へ微増し,さ らに,シ スチンでは10M
の16%か ら「東北124号」の27%へ と大幅に増加 してお

り,こ れら2種類の含硫アミノ酸の総量は10Mの 28

%か ら「東北124号」の42%と なり,15倍に増加 してい

た。含硫アミノ酸は制限アミノ酸ではなかったものの,比

較的含量が少ないアミノ酸であったことから,「東北124

表 1 粗蛋自質及び粗脂肪含有率と1l S/7S比
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号Jは従来の大豆に比べて栄養的に強化された大豆である

と言える。

また,必須アミノ酸の一つである トリプ トファンが

10M で09%だ つたのに対し,「東北124号」では19

%と高く,約 2倍になっていた。

平成 7年産大豆の分析結果は,平成 6年産の結果と同様

の傾向がみられ,「 スズユタカ」及び「 タチユタカJは

10M とほぼ同じアミノ酸組成であった。

表2 東北124号のアミノ酸組成

東北124号 10ヽ1

アスパラギン酸
スレオニン

セリン

グルタミン酸

11 3

42
49
182

グリシン        43

03   30   03   30      03   30   03  30    ｀
““

′

守 守 守 十

図2 イムノプロットによるC″ れ Bd 30Kの検出

図下部の数字は各試料溶液を10倍希釈して
,

イムノプロットにアプライした量を示す。

除去処理では還元剤は未使用。

4ま と め

「■ lヒ 124号」は粗蛋自質含有率が親系統にあたる「刈

系434号Jと ほとんど同じか,あ るいはわずかに高い高蛋

自大豆であった。また,ア ミノ酸組成の分析では,当初の

予想通 り含硫アミノ酸量が15倍に増加 し,さ らに, トリ

プトファンも約 2倍に増加 していた。

一方,大豆アレルゲンの低減化に関 しては,「東北124

号」は主要アレルゲンの一つであるαサブユニット1'を も

たないだけではなく,も う一つの主要アレルゲンである

G`γ m Bd30Kが結合するα及びα'サ プユニットが欠

失 していることにより,C′y″ Bd 30Kを普通大豆より

も効率良く低下させられる大豆であることが明らかになっ

た。
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注 総アミノ酸量に占める百分率で示した。

太字は必須アミノ酸。

3)分離蛋自質からの大豆アレルゲン除去

図 2にイムノプロットによリアレルゲン蛋自質 Gιγ π

Bd 30Kを検出した結果を示した。 C″ 772 Bd 30Kは

豆乳の状態では10M 同様,「東北124号」でも検出さ

れており,「東北124号」は主要アレルゲンのうち7Sグ ロ

プリンαサブユニットは欠失 しているものの,G″ れ

Bd 30Kは 含有したままであることが確認された。一方 ,

還元剤未使用で C″
"Bd 30Kの

除去処理をして得 ら

れた上清画分についてみてみると,10M では10μ ′

の供試量で明確に検出されるようになるが,「東北124号」

では30μ′でわずかに検出される程度であり,1 0 M
の30μ ″の検出量と「東北124号」の30μ ″での検出量が

はぼ同等であった。このことは,2系統間の検出量には約

100倍の開きがあることを示しており,「東北124号 」は普

通大豆よりも効率的に低アレルゲン化できる大豆であるこ

とが明らかになった (佐本らの
,1996)。
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